
令和５年度共立蒲原総合病院勤務医負担軽減計画（案） 

 現状・問題点 施設基準が求める事項等 対応方針・計画 評価 

医師と医

療関係職

種、医療関

係職種と

事務職員

等におけ

る役割分

担の具体

的内容 

医師資格がな

くてもできる

業務が多い。 

初診時や再診時の予診の実

施 

現在、外来窓口や救急外来受

付時に実施している問診票

の記入を引き続き実施する。 

 

静脈採血等の実施 

現在実施している中央採血

室での静脈採血を引き続き

実施する。 

 

入院の説明の実施 

現在、入院受付において実施

している入院に関するオリ

エンテーションを引き続き

実施する。 

 

検査手順の説明の実施 

現在、外来看護師等が実施し

ている検査手順や注意事項

の説明を引き続き実施する。 

 

服薬指導 

現在実施している薬剤師に

よる服薬指導を引き続き実

施する。 

 

病院勤務

医の勤務

体制等に

係る取組 

医師の勤務負

担が大きい。 

勤務計画上、連続当直を行わ

ない勤務体制の実施 

現在実施している非常勤医

師による日当直勤務を引き

続き実施する。 

 

医師の勤務負

担が大きい。 

育児・介護休業法第23条第１

項、同条第３項又は同法第24

条の規定による措置を活用

した短時間正規雇用医師の

活用 

育児短時間勤務の取得を推

進する。 
 

 

資料１ 


